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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成25年２月８日に提出いたしました第34期第３四半期（自　平成24年10月１日　至　平成24年12月31

日）四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告

書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

　第一部　企業情報

　　第２　事業の状況

　　　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　　　　(1)　業績の状況

　
　　第４　経理の状況

　　　１　四半期連結財務諸表

　　　　注記事項

　　　　　セグメント情報等

　　　　　　セグメント情報

　
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

EDINET提出書類

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社(E05059)

訂正四半期報告書

2/6



　

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

　３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　(1) 業績の状況

　　（訂正前）

＜前略＞

セグメント別の業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分方法を変更しているため、当第３四半期

連結累計期間の比較・分析は変更後の区分方法に基づいております。

①情報通信事業

携帯キャリア向けの設備増強案件や、郵便会社向けインフラ構築案件が伸長し、売上高は96,731

百万円（前年同期比26.8％増）、営業利益は10,513百万円（同20.1％増）となりました。

②金融事業

カード会社向け案件等が減少し、売上高は16,799百万円（同10.3％減）となりましたが、売上総

利益率の改善等により、営業利益は1,674百万円（同62.3％増）となりました。

③エンタープライズ事業

売上高は概ね前年並みの66,642百万円（同0.1％増）となりましたが、販売費及び一般管理費の

増加により、営業利益は1,720百万円（同29.6％減）となりました。

④流通事業

商社向け案件等が減少し、売上高は28,787百万円（同2.0％減）となりました。営業利益は、売上

総利益率の低下や販売費及び一般管理費の増加により、1,850百万円（同38.8％減）となりまし

た。

⑤クラウドプラットフォーム事業

当セグメントは、データセンターを含むクラウド関連ビジネスを全社横断的に提供しており、売

上高は20,560百万円（同4.7％増）、営業利益は1,255百万円（同0.1％増）となりました。

⑥保守・運用サービス事業

当セグメントは、保守・運用を中心としたサービスビジネスを全社横断的に提供しており、売上

高は21,728百万円（同6.1％増）、営業利益は7,766百万円（同4.5％減）となりました。

⑦その他

売上高は8,266百万円（同0.5％減）、営業損失は230百万円（前年同期は263百万円の営業利

益）となりました。
　

 （注）上記セグメントの売上高及び営業利益は、セグメント間の内部売上高等を含めて表示しております。

　

EDINET提出書類

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社(E05059)

訂正四半期報告書

3/6



　

　　（訂正後）

＜前略＞

セグメント別の業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分方法を変更しているため、当第３四半期

連結累計期間の比較・分析は変更後の区分方法に基づいております。

①情報通信事業

携帯キャリア向けの設備増強案件や、郵便会社向けインフラ構築案件が伸長し、売上高は96,814

百万円（前年同期比26.9％増）、営業利益は10,513百万円（同20.1％増）となりました。

②金融事業

カード会社向け案件等が減少し、売上高は16,806百万円（同10.2％減）となりましたが、売上総

利益率の改善等により、営業利益は1,674百万円（同62.3％増）となりました。

③エンタープライズ事業

売上高は概ね前年並みの66,654百万円（同0.1％増）となりましたが、販売費及び一般管理費の

増加により、営業利益は1,720百万円（同29.6％減）となりました。

④流通事業

商社向け案件等が減少し、売上高は28,764百万円（同2.1％減）となりました。営業利益は、売上

総利益率の低下や販売費及び一般管理費の増加により、1,850百万円（同38.8％減）となりまし

た。

⑤クラウドプラットフォーム事業

当セグメントは、データセンターを含むクラウド関連ビジネスを全社横断的に提供しており、売

上高は20,952百万円（同5.2％増）、営業利益は1,255百万円（同0.1％増）となりました。

⑥保守・運用サービス事業

当セグメントは、保守・運用を中心としたサービスビジネスを全社横断的に提供しており、売上

高は46,593百万円（同0.0％増）、営業利益は7,766百万円（同4.5％減）となりました。

⑦その他

売上高は8,270百万円（同0.5％減）、営業損失は230百万円（前年同期は263百万円の営業利

益）となりました。
　

 （注）上記セグメントの売上高及び営業利益は、セグメント間の内部売上高等を含めて表示しております。
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第４ 【経理の状況】

　１ 【四半期連結財務諸表】

　【注記事項】

　(セグメント情報等)

　【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（訂正前）

　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注３)

情報
通信
事業

金融
事業

エン
タープ
ライズ
事業

流通
事業

クラウ
ドプ
ラット
フォー
ム事業

保守・
運用
サービ
ス事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への
　売上高

75,96118,66366,03529,2795,1762,230197,3485,966203,314― 203,314

  セグメント間の
  内部売上高又は
  振替高

321 55 511 9814,46618,25333,7072,34436,052△36,052 ―

計 76,28318,71866,54729,37819,64320,484231,0558,310239,366△36,052203,314

セグメント利益 8,7531,0322,4423,0241,2548,12924,63626324,899△10,37814,521

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、科学事業等が含まれております。

２．セグメント利益の調整額△10,378百万円には、主に全社費用△11,493百万円、セグメント間取引消去1,097百

万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　　（訂正後）

　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注３)

情報
通信
事業

金融
事業

エン
タープ
ライズ
事業

流通
事業

クラウ
ドプ
ラット
フォー
ム事業

保守・
運用
サービ
ス事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への
　売上高

75,96118,66366,03529,2795,1762,230197,3485,966203,314― 203,314

  セグメント間の
  内部売上高又は
  振替高

358 55 523 10214,74844,35760,1452,34862,493△62,493 ―

計 76,31918,71866,55929,38119,92546,587257,4938,314265,807△62,493203,314

セグメント利益 8,7531,0322,4423,0241,2548,12924,63626324,899△10,37814,521

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、科学事業等が含まれております。

２．セグメント利益の調整額△10,378百万円には、主に全社費用△11,493百万円、セグメント間取引消去1,097百

万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（訂正前）

　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注３)

情報
通信
事業

金融
事業

エン
タープ
ライズ
事業

流通
事業

クラウ
ドプ
ラット
フォー
ム事業

保守・
運用
サービ
ス事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への
　売上高

96,23316,72466,05328,5395,2132,215214,9804,939219,919― 219,919

  セグメント間の
  内部売上高又は
  振替高

498 74 588 24715,34619,51236,2683,32739,595△39,595 ―

計 96,73116,79966,64228,78720,56021,728251,2488,266259,514△39,595219,919

セグメント利益又
は損失(△)

10,5131,6741,7201,8501,2557,76624,781△23024,551△9,83514,715

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、科学事業等が含まれております。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△9,835百万円には、主に全社費用△10,848百万円、セグメント間取引

消去983百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用で

あります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　　（訂正後）

　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注３)

情報
通信
事業

金融
事業

エン
タープ
ライズ
事業

流通
事業

クラウ
ドプ
ラット
フォー
ム事業

保守・
運用
サービ
ス事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への
　売上高

96,23316,72466,05328,5395,2132,215214,9804,939219,919― 219,919

  セグメント間の
  内部売上高又は
  振替高

581 81 600 22515,73944,37861,6063,33064,937△64,937 ―

計 96,81416,80666,65428,76420,95246,593276,5878,270284,857△64,937219,919

セグメント利益又
は損失(△)

10,5131,6741,7201,8501,2557,76624,781△23024,551△9,83514,715

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、科学事業等が含まれております。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△9,835百万円には、主に全社費用△10,848百万円、セグメント間取引

消去983百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用で

あります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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